
                                     

一
般
質
問 

や
つ
お
春
雄 

 

私
有
地
の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て 

（
問
）
町
道
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
繁
茂

し
て
い
る
樹
木
は
所
有
者
の
責
任
と
経
費

負
担
で
伐
採
し
て
も
ら
い
た
い
。
近
く
に
物

流
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク
基
地
が
出
来
た
の
で
。

た
び
た
び
車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。 

（
理
事
者
）
議
会
で
も
、
地
元
大
字
か
ら
も

強
い
要
望
が
出
て
お
り
放
置
で
き
な
い
。
こ

の
た
び
指
摘
さ
れ
た
大
字
萱
野
の
土
地
所

有
者
と
連
絡
が
取
れ
た
。
こ
の
土
地
は
農
地

で
あ
る
た
め
農
業
委
員
会
が
積
極
的
に
動

き
、
解
決
に
近
づ
い
て
い
る
。
町
内
に
は
同

趣
旨
の
無
管
理
状
態
の
土
地
も
散
見
さ
れ

る
た
め
、
引
き
続
き
働
き
か
け
を
継
続
し
て

い
く
。 

            

                  

一
般
質
問 

山
田
み
つ
よ 

 
給
食
の
衛
生
管
理
基
準
に
つ
い
て 

（
問
）
学
校
給
食
日
常
点
検
票
に
は
加
熱
調

理
温
度
や
時
間
計
測
者
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

が
い
る
が
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
衛
生
管
理

員
の
立
ち
会
い
は
年
に
何
回
で
最
近
は
い

つ
さ
れ
た
の
か
。 

 

ま
た
、
70
人
近
く
の
子
ど
も
達
に
異
常

が
起
き
た
「
揚
げ
過
ぎ
た
パ
ン
事
件
」
は
食

中
毒
で
は
な
い
か
。
今
後
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。 

（
教
育
長
）
そ
れ
ぞ
れ
の
調
理
に
中
心
温
度

を
３
カ
所
ま
た
は
３
個
体
を
衛
生
管
理
責

任
者
が
点
検
し
て
い
る
。 

 

年
一
回
監
視
指
導
抽
出
で
立
ち
入
り
検

査
が
実
施
さ
れ
、
本
町
で
は
令
和
３
年
８
月

に
広
陵
東
小
と
広
陵
西
小
が
検
査
さ
れ
た
。 

 

揚
げ
パ
ン
の
件
は
、
食
中
毒
で
は
な
く
、

揚
げ
す
ぎ
て
油
を
多
く
取
り
過
ぎ
た
こ
と

が
原
因
で
あ
る
。 

    
 

 

令
和
７
年
５
月
か
ら
天
理
の
ゴ
ミ
処
理

セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼
働
し
ま
す
の
で
、
今
は

近
隣
自
治
体
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
処
理
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
跡
地
を
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
か
、
ゴ
ミ
処
理
町
民
会
議
で

も
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
建
造
物
を
建
て
て
し
ま
っ
て
か
ら

は
見
直
し
が
難
し
い
の
で
、
当
面
公
園
の
よ

う
な
使
い
方
は
ど
う
か
と
の
意
見
も
出
て

い
ま
す
。 

 

関
係
者
が
よ
く
協
議
し
て
結
論
を
ま
と

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
減
量
の
こ
と

高
い
ゴ
ミ
袋
の
こ
と
も
き
ち
ん
と
総
括
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

         

                                   

今
度
は 第

二
子
の
給
食
費
を
無
料
に 

 

４
月
か
ら
町
内
の
小
中
学
校
在
籍
者
だ

け
で
な
く
、
町
外
の
私
学
在
籍
者
も
対
象

に
第
三
子
の
給
食
費
が
無
料
に
な
り
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
食
育
の
一
環
で
あ
る
学
校

給
食
を
無
料
に
、
と
の
住
民
の
声
を
日
本

共
産
党
議
員
団
は
何
度
も
議
会
に
届
け
て

き
ま
し
た
。
今
度
は
第
二
子
の
無
料
化
を

目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
土
地
に
関

し
、
本
来
香
芝
市
が
負
担
す
べ
き
土
地
使

用
料
（
30
年
で
一
億
円
と
町
が
試
算
）
の

債
権
回
収
を
広
陵
町
が
放
棄
し
て
い
る
問

題
が
あ
り
ま
す
。
決
算
審
査
で
引
き
続
き

解
決
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
き
ま
す
。 

        

 

議案・意見書・請願等 

日 本 

共産党 

（敬称略） 結果 

公明党 無所属 

臨時会は 5議案、6月定例会は 22議案が提案され、

賛否が分かれた 4 議案の内、2 議案の議員の賛否を

お知らせします。23議案は全会一致となりました。 

八

尾 

 

山

田 

 

吉

村

眞 

山

村 

坂

口 

堀

川 

千

北 

笹

井 

坂

野 

谷 吉

村

裕 

岡

本 

青

木 

岡

橋 

（議長は採決に参加 

しません） 

 

5/19 臨時議会  人勧の適用により 6 月の一般

職員の期末手当を減額する 

✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 長 〇 〇 〇 賛成 11反対 2で可決 

6 月定例会 国保税の年間上限額を 82 万円か

ら 85万円に増額する増税案 

✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 長 〇 〇 〇 賛成 11反対 2で可決 

 

 

和 4年度予算（一般・国保・後期高齢・介護） ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 長 〇 〇 〇 賛成 11 反対 2 で可

決 

住民負担の増加につながる 

水道事業県広域化は中止を！ 

 
 自治体により状況は異なりますが、奈良市ではこの 20年間水道料金を据え置いています。大和郡山市では、県広域化で水道事業の黒

字分（蓄え）まで拠出せよとの動きに対して、計画が中止となる浄水場建替資金 28億円を一般会計に繰り入れるとともに、住民が負担

して蓄えている資金全部を広域事務組合に拠出することについて見直しを求めています。浄水場の廃止で災害時には対応不可能の心配

があることや、広域事務組合方式はそれぞれの議会のチェックが届きにくいことなど問題山積です。命の水と言われる大切な事業は、

基本的な運営経費については一般会計で手当するなど、住民負担を回避する方法を模索すべきです。また、広陵町の下水道は 54 億円余

りの借金をかかえていますが、一般会計から 1 億 9 千万円の補助を繰り入れており参考になります。 

 
 これで見通しがよくなりました。伐採後

の始末をすみやかにしてほしいとの声が出

ています。 

 

 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働
停
止
後

の
課
題 

 

ゴ
ミ
減
量
・
分
別
・
高
額
ゴ
ミ
袋 

 

の
総
括
が
欠
か
せ
な
い
！ 


